会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第7回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成25年5月30日(木)午後2時～3時

	開催場所
	高松市役所11Ｆ　113会議室

	議    題
	(1)高松市文化芸術振興条例(仮称)の基本的な考え方について
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	鹿庭委員，鎌田委員，北岡委員，木ノ下委員，小西委員，坂委員，島田委員，佃委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員，若井委員
計13人(2人欠席)

	傍 聴 者
	     1人[四国新聞 中川記者]（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 高松市文化芸術振興条例(仮称)の基本的な考え方について
事務局
　前回議論となったスポーツの位置付けについて，スポーツ関係者にヒアリングした結果，「スポーツは文化」という共通認識はあるものの，スポーツ振興法に基づき高松市スポーツ振興基本計画を策定し振興を図っている現況から，当条例の中では，前文においてスポーツに言及する方向であることを説明。
　総則・基本施策についても，考え方を説明した上で，委員の意見を聞く。
委員意見
●総則
・第2条「定義」(1)

重複する「その他」や「並びに」などの表現を整理すること。
・第2条「定義」(4)　

市民活動団体＝NPOではないので，例えば，NPO等と表現した方がよいのでは。

・第3条「基本理念」(3)[考え方]

　「自分自身の言葉を持てる」は，分かりやすい表現にすること。

・第4条「市の役割・責務」(2)

　主語の「市は，」が必要。

・第7条「団体の役割」

　「他の主体」は「他の団体」とした方がよい。

●基本施策

・第8条「文化芸術の振興」[考え方]

　振興の側面とし，「継承」も必要。

・第9条「文化芸術活動の支援」[考え方]

　条文には表記できなかったものの「支援に財政的な含みがある」と記していいのか検討のこと。

・第14条「情報の収集，発信等」

　外からの人的交流など具体的に条文に取り入れるべき。
・第15条「交流の促進」

　[考え方]には国際化が謳われているのに，条文にははっきりとは見えてこないので，「国内外での交流促進に努める」などと一言付け加える必要がある。
・第17条「新しい文化芸術の享受・尊重」

　メディア芸術が挿入されているが，音楽という文言は残しておいて欲しい。例示の仕方を精査すること。
　[考え方]において「恐れることなく」という表現はふさわしくないので，例えば「積極的に」などとする。
事務局
　委員の意見を踏まえて，総務課と条例文言については修正していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) その他
事務局
　条例の名称の事務局案は，（仮称）を取り，「高松市文化芸術振興条例」と考えている。
委員意見
愛称があってもいいと思う。
事務局
次回第8回検討委員会は，6月27日(木)午後5時からで，最終確認をしてもらう。

次回が最終回であることから，何か気になることは，最終報告をまとめる前に事務局まで連絡をいただくことをお願いした。

また翌6月28日(金)午後3時から，市長への答申には，橋本委員長と村川副委員長にお願いしていることを各委員に報告。
　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することと

した。
以　上




































